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Aプログラム 映画監督コース【2013 年秋期クラス】作品
映画監督コースの生徒が、プロの監修のもと、監督した作品を上映 Bプログラム 映画監督コース【2013 年春期クラス】作品

映画監督コースの生徒が、プロの監修のもと、監督した作品を上映

C プログラム 映像俳優コース【2013 年秋期クラス】【2013 年春期クラス】作品
映像俳優コースの生徒が、プロの演出のもと、出演した作品を上映

S プログラム 特別上映作品

EXプログラム ENBUゼミナール卒業生関連作品
卒業生の作品など、ENBUゼミナールに関連した作品を上映

2030年ニッポン。
国は反政府活動する人達に対し、パスポートを取
り上げ公安が監視をしていた。
パスポートを取り上げられた人達は、整形をして
偽装パスポートを作り、国外へ脱出をしようとする
が・・・
戦争、殺人、暴力。
武器を持った人達の、暴力による連鎖を描いた内
田式バイオレンス映画。

赤い森

撮影した時の、悔しさや喜びを大切に、完成した
映画を真摯に受け止めて下さい。
そして、１つの映画が完成し、上映出来る奇跡を
撮影に挑んだ全員が味わってくれればと思いま
す。映画はいくつもの奇跡が集まって、出来上が
るのです。

内田 伸輝監督

message

story

【2013 年秋期クラス】

あいつには夢がある。
あの女には家族がある。
あの男は社会に叫んでる。
あの子はずっと恋してる。
俺は何をしてるのだろう。
今朝のゆで卵は、ちょっとゆですぎた。

みんな死ね、生きろ

久しぶりに自分勝手な映画をつくりました。
クソみたいな俺たちだけど、クッソまみれの社会に
自分たちの精一杯をぶつける気持ちでつくりました。
オマエら俳優なんてやめちまえ！とおもいました。
やめるな！ともおもいました。

鈴木 太一監督

message

story

【2013 年春期クラス】
long time gone 吉田 浩太監督
【2013 年春期クラス】

思いかえせば僕もこのドロップシネマパーティーを経て今何とか映画を作る環境で生きてい
ます。当時上映した作品は拙さで溢れていましたが、同時に、それはどうにも言い訳ができな
い劇場処女作となりました。
今回のドロップシネマで上映する作品が、俳優部たちにとって何かしら大切な劇場処女作と
なることを切に祈りながら、なるべく無茶な映画になるよう作りました。
スクリーンで振り切る俳優部らの有志を是非見てやってください。

message

海沿いの田舎町に建つ日本家屋のシェアハウス。
この家には、住人たちから「大家さん」と呼ばれる
男がいる。
彼が住人たちを管理する大家であり、この家を継
いだもの。
さまざまな事情を抱える住人たちと「大家さん」と
の家族のような生活は、ある日突然帰ってきた大
家の妹・裕子の登場から変わり始める。
全五章からなるシェアハウスの住人たちのストーリー。

ミスター・ホーム 池田 千尋総監督・第五章監督

story

第一章監督 長友 孝和
第二章監督  ハセガワ アユム
第三章監督  工藤 渉
第四章監督  根本 宗子

タイムスケジュール

お問合わせ

チケット

池田 千尋監修 萩生田 宏治監修

「walk on」　         川口 大輔 

「愛 LIKE」               坂口 洋美 

「カレーの味」　  山本 佳代 
「ミステイクス」伊藤 洋助

「嶋田さんのたばこになりたい」山田 笑子 
「ドリームプレイ」スミノ カズヤ 

「I AM THINKING」谷本 クミ

「恋文のような「まなざし」がある世界」 安藤 チカラ

「家族の夢」ジェームス ラティマ
「なんらかの衝動」佐伯 雄大

「繋ぐ離れる繋ぐ」山口 夏志郎「ストーキング」太田 恭平

全作品の詳細な上映時間は決定次第HPにて発表します。 前売 1,000 円　　当日 1,200 円
このチラシを提示すると 1,000 円にてご鑑賞いただけます。

ENBU ゼミナール短編映画際DROP CINEMA FESTIVAL 第 23 弾。
ENBUゼミナールの生徒と日本を代表する映画監督とコラボレーションによって生まれた、個性あふれる短編映画を 1週間、
全 14プログラムに渡り上映します。


